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近 代 和 薬 の 研 究

大阪大学薬学部

米田　該典

　近代の生藁の研究 は生藁学 ， 化学」薬理 ， 薬効， 生化学 …　　と多方面にわたるが ， 和

薬に限れば研究の方向は大き く 4つ の側面が 指摘され る。

　  国産化推進のための原植物の積苗の導入とその 槲 動学的研究

　  　野生の性質の強い種苗の馴化 とその栽培化の ための農学的研究

　  国産生薬と輸入生薬との比較の ための生薬学的研究

　  漠方要薬に限らず，日本古来の 民間薬の総合研究　　　　　 である 。

国産に限らず，生薬全体に共邇する こ とは ともかく， 国産の生藁に関する研究の根底に流

れてい るの はいかに資源 （こ こでは量 ， 価格， 品質に限定する）を確保するかに あ っ たと

するの は暴言か も知れないが漢方要薬に限れば否定はで きない 。

　先の  〜  を概観しておきたい 。

　  我が国は江戸時代か ら外国産の種苗の導入には熱心 であリ， 近代でもミブヨ モ ギ，

信朔ダイオウ ， ゲ ンチアナ， ジギタ リス，ア ヘ ン　等 は幾多の障害を超え導入 に成功 し，

部5｝的に しろ国産化されたもの で ある 。 導入当初には種の植物学的性質の究明に多年を蟇

して いる。 こ れに対 して植物工 学技法の進展が ， 大いに威力を発揮 し， 時閥短縮に貢献 し

てい る。

一方 ， 近頃では資源ナ シ ョ ナ リズ厶 の 台頭や種の保全の国瞭悽力から， 新親の種

の導入は極めて困難をきた して いる 。 その対策で もない が ， すで に国内に導入され ， 保持

されてい る有用植物種の維持状況の 調査が進行 し， データ ベ ース化が計 られて いる 。
バ イ

オテクノ ロ ジー技術との結合が推進 さ払 さらに，今後の 進展が期待されて い る 。

  気候風土の異な っ た B 本国内で の 栽培化は随分障害が多い 。 また，野生植物に は栽

培化された作物とは異な り， 野生の性質を頻繁に露呈する 。 その 為に馴化の操作は避 けら

れず．育種 選抜 とともに量視され てい る 。 最近の バ イ オテ クノ ロ ジーの進展は育種や選

抜 に必要な時間の短縮に大きく貢献 して いる 。

　薬学で はいち早 く植物工 学技術の 導入を果た して きた。

  生薬には晶種が存在する。 その由来は a 原植物の積の違い b生産地の違い

c 加工方法の違 い　d 同音異議　等種々 がある。 これら は生薬として の 贔質を高 く，
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に確保する上で，支障となるこ とは避けられない 。 その 為 生奮 供給の条件を限定 した

国産化の必要が叫ばれる所以で はある 。 同時に こ の こ とが ， 和薬の位置づけを果たす こと

で ある 。 ところで，同名で使用目的も酷似した生薬で ， 輸入または外国産と国産で評価が

分かれ未だ良劣を決め られない もの も多い 。

漠方用薬に限 っ て も， 日中間の みで も以下 の生薬が比較検討される要がある 。

　トウキ，
セ ンキ ュ ウ，モ クツ ウ，

ビャ クジ ュ ツ ，ボ ウ フ ウ ， チ クセ ツ ニ ン ジン

こ こ で は，こ れらの生薬の国産物と輸入物を比較 し，最近の研究事例を紹介する 。

　つ ぎに，最近の研究に加工 方法や修治等の研究も取 り上げねばならない 。

　畑や山野から得た植物を水洗 し乾燥させ る。 さらに加工 した り， 修治する。 それらの段

階において品質に差が生ずるこ とが確謬されている 。

　簡単な乾燥時に おいて ， 日光や加熱乾燥に よる変質もあきらかに な っ て きた 。

オ ウ レ ン で は ， 従来 ベ ル ベ リン系の アル カ ロ イ ドの 多寡に よ っ て評価されて きた 。 最近我

々 は生薬中に多量のア ミラ
ーゼに代表される消化酵素を見出してい る。 これ らの効能が充

分議論されていないが ， 乾燥時の温度に よ っ て影響 をうけるこ とを明らか に した。 同時に

その温度条件下で 本来オウレ ン には存在 しなか っ た ベ ル ベ ル ビン の産生を礙 鬯した。 こ の

ような変化 は従来の 国産生薬の加工 方法では見られなか っ たが，中国産の生薬や国 内で も

近代加工 施設下で調製されたオウレ ン には常見されるようにな っ た 。

　と こ ろで ， 地球規模での環境保全や種の保全が叫ばれる今日，和薬の生産面で も無関心

で はい られない 。

　動物薬の牛黄 熊凰 鹿茸などは国産の道を失 っ て久しいが ， 外国か らの供給に も困難

が募 っ て きた 。 代用の 発見によ っ て凌 ぐ為， 代用薬の研究 も数多 い。

　植物も同様で ， 木香の場合は種子の導入から試作も成功 し，国産化が試行されてい る。

　最後に ， ゲ ン ノ シ ョ ウ コ を始め伝統的民間薬の生薬と して の 化学 ， 生化学，薬効等の研

究の 推進は高 く評価される もの である 。
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